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日 時 令和 3年 9月 13日(月) 10：00～10：30 

会 場 北広島市役所 3階 3Ｄ会議室 

出席委員 鈴木聡士委員長、天羽浩委員、武者加苗委員、木原真結委員、廣瀬大紀委

員 

欠席委員 なし 

市出席者 上野市長、川村企画財政部長、佐藤企画課長、大川主査、白水主事 

 

 

1 開会 

委員の過半数が出席していることから、会議は成立していることを確認 

 

2 委嘱書交付 

 各委員に委嘱書交付 

 

3 出席者の紹介 

 各委員、事務局挨拶 

 

4 委員長及び副委員長の選出 

 事務局により、委員長に鈴木聡士氏、副委員長に天羽浩氏を選出することについて提案があ

り、了承された。 

 

5 会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、武者委員を令和 3年度第 1 回推進委員会会議録の署名委員としたい旨提

案があり、了承された。 

 

6 内容 

総合計画(第6次)について 

 

●事務局：説明 

 

◆委員長：新任の方もいるため、わからない点も含め、何か御意見等があればお願いしたい。 

 

◆Ａ委員：新任であり、ついていくことに精一杯かもしれないが、自分なりに理解し、意見を出せ

るよう頑張りたい。 

 

◆委員長：最初は堅い雰囲気になってしまうが、意見を言いやすい雰囲気を大切にしていきたい

と思う。特に会の雰囲気は一気に若返っており、色々な観点から意見をいただきやすくなるかと

思う。 
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◆Ｂ委員：まずは資料を読み込み、内容を把握してから、実際に子育てしながら北広島市に住む

市民としての目線、保健師としての目線を生かし、積極的に議論に参加していければと思う。 

 

◆委員長：今回は、委員の構成も様々な立場の方がおり、意見をいただく上でも良いと思う。 

 

【ボールパークの進捗報告について】 

◆Ｃ委員：総合計画の中にボールパークについても組み込まれており、改めてボールパークの進

捗についてご説明いただきたい。 

 

●事務局：今後の進行管理の中では、ボールパークはもちろん、駅西口の再整備など、大きな事業

の進捗についても報告させていただきたい。 

 

◆Ｃ委員：勉強会を実施するというほどではないが、久しぶりの対面での会議ということもあり、

復習もかねてもう一度伺いたい。 

 

◆委員長：新しく入られた方もいるため、次回の会議などで情報共有いただければと思う。 

 

●事務局：結果だけでなく、経緯や検討も含め、整理してお伝えしたいと思う。 

 

●委員長：次回の委員会の予定はあるか。 

 

●事務局：当初は初年度ということもあり、1回の開催で考えていたが、年度内の開催について検

討する。 

 

◆委員長：コロナの状況にもよるが、オンライン開催も含めて検討いただければと思う。 

 

【市長公約との関連について】 

◆Ｄ委員：市長の公約は、基本計画に反映されているのか。 

 

●事務局：市長の公約は、基本計画に反映されている。また、事業に紐づいてくるため、推進計画

にも関わっている。今回、市長は主な公約を 30掲げており、総合計画に入っているものもあれば、

そうでないものもある。ボールパーク構想のように、年度途中からの大きな事業については、皆

様にも議論いただき、意見をいただきたい。なお、市長の公約についても、計画とどのように紐づ

いているかについての資料があるため、用意する。 

 

◆Ｄ委員：札幌市でいうアクションプランは、当市では何にあたるのか。 

 

●事務局：推進計画にあたる。 
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◆Ｄ委員：札幌市では、市長が変わると計画も変更されていた。 

 

●事務局：基本構想は、議会の議決事項であるため、変更する場合は議会にかける必要がある。そ

れ以下の計画については、理念を変えない以上、札幌市のように全面リニューアルするというや

り方もできる。 

 

◆Ｄ委員：基本構想は、議会で決められて、市長はそれに従うというようなものか。 

 

●事務局：基本構想の提案は市側から行うため、市側の意思が反映されたものを議決いただくと

いうものである。 

 

【計画期間について】 

◆Ｄ委員：基本構想が 10年で基本計画が 5年というのは、法的に決まっているのか。 

 

●事務局：法的な縛りはない。第 5次総合計画では、基本計画も 10年としていたが、第 6次総合

計画では、情勢を考え、基本計画を 5年で区切り、振り返りをした上で後期の 5年を検討するこ

ととしている。 

 

◆Ｄ委員：従来に習って 10年に設定したのか。 

 

●事務局：期間の妥当性を考えたとき、基本構想はこれまでに習い 10年、ただし情勢を考え、基

本計画は前期後期で 5年に分けるという形になっている。 

 

◆Ｄ委員：ボールパーク開業はこの期間に入ってくるのか。 

 

●事務局：ボールパークについては、2023年後も構想は進んでいくため、10年ごとが考えやすい。 

 

◆委員長：他市では、市長選に合わせて、8年の総合計画を策定していたが、結局中途半端感があ

り、10年としているところもあるなど、自治体により計画期間は違う。総合計画は、まちの大き

な方向性を決めるものであり、あまり短すぎると安定しない。ある程度軸となるものを作り、そ

れを実現する方法を基本計画などで詰めていくというものであり、およそ 10年が一般的には多い

ところ。 

 

【駅西口の整備事業について】 

◆Ｃ委員：キタヒロ・ホームタウン BASEの計画期間は、2021年から 2029年となっており、総合

計画とはずれているが、特に連携して作ったものではないのか。 

 

●事務局：駅西口の整備事業については、総合計画にも載っているが、(株)日本エスコンとパー

トナー協定を締結した今年の 3月から考えると、10年後が 2029年となる。ただし、市も共同で作 
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っているため、総合計画期間内にこのような 10 年の計画を仕上げるという位置付けになってい

る。 

 

◆Ｃ委員：総合計画の理念も含まれるということか。 

 

●事務局：含まれる。市も共同でつくっているため、子育て環境の充実、定住人口の増加など総合

計画の中の人口増加プロジェクトのど真ん中に入る計画となっている。 

 

【市民意識調査について】 

◆委員長：進行管理にあたり、市民意識調査を実施すると思うが、研究室としても連携させてい

ただきたい。設計段階から、定住人口に係る部分など細かく作りこんでいきたい。 

 

●事務局：承知した。 

 

5 その他 

 

●事務局：2021年度から 2023年度までの推進計画及び駅西口整備事業の資料について紹介。 

 

6 閉会 

◆委員長：(閉会) 

 

 

会議録署名委員                     


